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令和６年度空知圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会議事録 

 

                     日時：令和７年(2025 年)２月４日（火） 

                          １３：３０～１５：００ 

                     場所：空知総合振興局５階会議室 

 

出席者 穴澤地域づくり推進員 

     佐藤（邦）委員、青柳委員、梅原委員、佐藤（至）委員、鈴木委員、田澤委員 

     佐藤地域づくりコーディネーター、小林地域づくりコーディネーター 

     （事務局）橋本社会福祉課長、芝木主査（地域福祉）、近藤専門主任 

 

事務局：それではすみません、皆さんお揃いになりましたので、定刻を若干過ぎましたけれ

ども、始めてまいりたいと思います。 

それでは、空知圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会を開催いたします。私は事

務局の芝木と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

まず初めに、当委員会の委員は任期が２年となっておりまして、今年度で８期目となるん

ですけれども、継続して委員を務めていただく方を含めまして、改めて任命をさせていただ

いておりますので、空知総合振興局社会福祉課長の橋本から辞令書の交付をしたいと思い

ます。 

順番に回ってまいりますので、その場でお掛けになってお待ちください。なお、本日は、

お二人、石塚委員が欠席で、あと、今日になりまして、山本委員も急遽業務の都合で欠席と

いうことで、連絡が入っていることを報告いたします。 

（橋本課長から各委員へ辞令交付） 

それでは開催に当たりまして、空知総合振興局社会福祉課長の橋本からご挨拶申し上げ

たいと思います。 

 

橋本課長：振興局社会福祉課長の橋本でございます。日頃から皆様方におかれましては、北

海道の障がい福祉行政の推進にご協力いただき、厚くお礼を申し上げます。地域づくり委員

会の委員の皆様につきましては、ただいま辞令交付を行ったところでございます。 ８期目

となります今期におきましては、８名の委員のうち３名の方に新たに委員として就任いた

だいております。私の方から、ご紹介をさせていただきたいと思います。 

地域住民の区分で公募に応募いただきました、青柳正三様でございます。続きまして、北

翔大学の非常勤講師の佐藤至英様でございます。続きまして、本日は欠席でございますけれ

ども、弁護士の石塚慶如様、に新たに委員に就任いただいております。新たに委員となられ

ました３名の方々を含めまして、委員の皆様におかれましては、任期の２年間よろしくお願

いいたします。 
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ここで改めてですけれども、当委員会の趣旨、開催の趣旨などにつきまして、若干ご説明

をさせていただきたいと思います。 

当委員会は、北海道障害者条例に基づきまして、各振興局ごとに設置されているものでご

ざいます。障がい者に対する虐待ですとか、障がい者の権利に重大な支障を及ぼす事案です

とか、障がい者の暮らしづらさに該当する事案、こういったものにつきまして、障がい者の

方からの申立に基づきまして、協議や斡旋を行う、こうしたほか、障がい者をめぐるさまざ

まな地域の課題などにつきまして、協議を行うことを主な役割とされているところでござ

います。委員の皆様におかれましては、こうした委員会の目的や役割をご理解いただきまし

て、協議すべき地域課題などにつきまして、それぞれのお立場からご提案いただくなど、積

極的にご発言をいただきたいと考えてございます。当委員会の事務局は振興局の社会福祉

課で担っております。委員会を総括する立場である地域づくり推進員には、空知生活サポー

トセンターの所長でございます、穴澤義晴様にご就任をいただいているところでございま

す。穴澤様におかれましては、地域福祉に積極的に関わってこられた、これまでのご経験を

踏まえまして、委員会の運営を進めていただきますようよろしくお願い申し上げます。 

今回の協議事項についてでございますけれども、ご参加の委員の方、コーディネーターの

方から、ご意見ですとか、お話をいただきまして、その後の意見交換を通しまして、来年度

に向けて取り組む課題などを検討して参りたいと考えてございます。 

それでは、限られた時間の中でございますけれども、皆様からの積極的なご発言によりま

して活発な委員会となりますようご祈念申し上げまして、簡単ではございますが、開会に当

たっての挨拶とさせていただきます。本日はよろしくどうぞお願い申し上げます。 

 

事務局：それでは、委員会に先立ちまして、お手元に用意させていただきました資料の確認

をさせていただきます。本日の会議資料ですけども、次第と名簿の２枚となっております。

ご確認をお願いします。それと、あともう一つは、わん・すてっぷというパンフレットです

けども、田澤委員さんの方からお配りになられたパンフレットということで、ご覧いただけ

ればと思います。 

それでは本日の議事に入らせていただきますけれども、進行については、本委員会を統括

する地域づくり推進員の穴澤推進員にお願いしますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

穴澤推進員：はい。それでは、さっそく議事の方に入りたいと思います。 

この地域づくり委員会は、大きく分けると二つ、議題というか、最初に、レジメに書いて

あるとおり、特定事案ということで、要望含めて上がったことに関して、どういう協議を行

うか、というようなこと、これが基本、申立の部分でどうするか、メインになるわけですが、

これをまず確認する、そのあとに、協議事項、もう一つの柱とされています。今回は、もう

１年目も終わりに近づいていますので、２年目に向けて、委員等による意見交換等とか、今
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後、来年どういうふうに進めていくのか、というあたりを出していただければというふうに

思っています。 

今日初顔合わせになりますので、心積もりも含めてなんですが、順番に委員さんの方々に 

自己紹介、それぞれの近況とか活動の状況とか、次年度に期待することとか、ということを

順番に話をしていただきながら、最終的に議論を深めれればと、長くても１時間半くらいの

目安で、考えていきたいと思っておりますので、ご協力よろしくお願いします。 

 

梅原委員：梅原です。私もこれで６年目に入るのかな。それで、ちょっと苦情なんですけど

も、課長もいらっしゃるから言っておきますけども、課長の方からいろいろ、この会につい

てのお話をいろいろされたんですけども。今年度これ初なんです。でね、芝木さんが今度担

当になったんでしょ？去年の１２月２７日に、御用納めの日ですよ、今度会議をしたいので

ということで２月の何日に、今まで３年間やってきた中で、こんなこと初めてなんです。あ

まりにも遅い、だめだ。こんなことしていたら。さっきの命題が進まないでしょう。障がい

者が大変だっていうことで、障がい者の方々、そして多くの知識のある方々が出てくる、課

長、しっかりしないとだめだよ。進まないでしょ。どういうことでこうなったのか、課長ち

ょっと説明して。 

 

橋本課長：その話も若干させていただこうと思っていました。今年度はですね、２月開催と

いうことになってしまいました。いろいろ業務の輻輳とかもございまして、言い訳にはなら

ないんですけども、この時期になってしまったということは、本来はですね、夏場に 1回、

あとこの時期に 1回という流れでずっと来ておりまして。今年度もそのような予定で、いた

んですけども、業務の輻輳ですとか、担当者が変わったですとか、あと私の業務の進行管理

がうまくいってないというのもあるかと思います。そういった部分で、今年度 1回の開催と

いうことになったことにつきましては、改めてお詫び申し上げたいと思います。来年度につ

きましては、年度始まりましたらすぐですね、どういった内容でやるのか、日程も含めてで

すね、迅速に事務処理を進めていきたいと考えてございますので、ご理解をいただきたいと

考えております。 

 

梅原委員：そして、日にちの設定でも、最低でも３週間前くらいに、この程度の、僕は民間

しか知らないからあれだけど、公の部分で、３週間前で決めることできる、そうすると、主

席者もいろいろ都合あっても３週間くらいだったら、一番先にこの委員会を入れるわけ、そ

したら、他の行事と重複しないからできるわけでしょ、そんなの常識だ。それくらいの気持

ちでいかないと、障がい者の方が声が出せない、遠慮しながらやってるから、そういうこと

をくみ取っていかないとだめだ。 

課題として言いたいのは、課長にも言っておくけども、こんなこと僕も初めてだけど、例

えば、今、ろうあ者の方がテレビなど見ても聞こえない、ＮＨＫ見てごらん、民放だったら
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テロップでちゃんと喋ってること流れる、で、ＮＨＫの北海道、北海道だけかどうか知らん

けど、どういうことかといったら、テロップに書いて、障がい者が耳の聞こえない人が、目

では見えるのであればテロップで出して、そして、例えば津波が来たとか、わかるように、

そういうことでもない、流せるようにしてほしい、これね、ＮＨＫってだめだ、そういうこ

とになんで気がつかないのか、民放はやっている。だからさ、課長、悪いけど、課長の方で

それＮＨＫにきちっと言って対応して。できるって、そんなもんやる気になれば。恥ずかし

い話だＮＨＫ、受信料だけ取ってて。障がい者には受信料もらってないと屁理屈言うかも知

れない、そうではないんだわ。やっぱりそういうことでさ、住みやすいようにしないとなら

ない。空知支庁長だけじゃなくて石狩支庁長やなんかいろいろ紹介して、全部で道がＮＨＫ

に、わかる？言ってるの。ろうあ者が聞こえないんだから。だからテロップ流していかない

と。そうことを率先して橋本課長やってほしい。そのくらいしなかったらだめだ。 

 

橋本課長:ご要望としては承りました。 

 

梅原委員：ご要望でなくて。例えば、いいかい、知事が今回いろいろ話していること、こう

いうふうにやって今年度はやりたいということ、出したって、言ったって、それＮＨＫのス

タジオでやったのかもしれないけど、通じねえ、耳の遠い人とかろうあ者の人たちに。僕が

言ってもいいんだよ、道にでもさ、ＮＨＫに、そういうことやっぱりしないとさ。そのくら

いしなさいや、そうでなかったらやっぱり、世の中のこの状態からしてさ、口だけ言っても

だめ。 

この年、７８歳にもなってこんなこと恥ずかしくていえないって。大したいいこと挨拶で言

ったってさ、奮起して頑張ってみなさい。 

 だから課題としてそれやって。次回の時には、どこどこの放送局に言って、誰々が対応し

て、どういうことになったっていうことを。結果はどうであれ。そうでないとなんもできな

いしょ。佐藤委員だって脳性麻痺の関係でじっくり話を聞く佐藤さんの意見だって素晴ら

しい意見たくさんあるんだ。こんなこと役所のところで言いたくないけど。年寄りだから。

課長頼むよ。課題だよ。芝木さんも。頼むよ。笑い話じゃないけど、細田さんとか前回は干

場さんとか、その前は細野さん、その前は本田さん、ほばっかり３人続いた。今度は干場さ

んのあとは芝木さん、僕ら年寄りでも名前覚えやすいし、しっかりやってもらわないとだめ

だ。 

 

穴澤推進員：はい、じゃあ、会議の持ち方と、今後の進め方の部分で、次年度に向けてとい

うことで、していければなというのが意見という形で上がっていましたのでよろしくお願

いします。 

 それでは、議事の方、進めていきたいと思います。 

 レジメの２番、特定事案、ということですが、協議等の申立がありますかということなん
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ですが、事務局いかがでしょうか。 

 

事務局：事務局の方では、特定事案に該当するような協議それから障がい者その他関係者の

などからの申立は受けてはございません。以上報告します。 

 

穴澤推進員：はい。わかりました。今回の部分で協議等の申立については上がっていない、

ということで確認したいと思います。 

 ではさっそく、協議事項の方に進めていきたいと思います。次年度どう進めていくだとか、

特定事案がなかったときにこんな議題で話を進めていければとか、そんなことも話ができ

たらなと思っていますので、よろしくお願いします。 

で、まあ最初ということもありますので、自己紹介も含めながら、それぞれ、先ほど言いま

した、近況ですとか、活動状況とか、今度の部分で期待することと議題についてももしあれ

ば出していただければなと思います。 

 この席の順番でいっていいですか、青柳委員から、お願いします。 

 

青柳委員：今回から参加しているんですけれども、私もこういう障がい者のことを話す場が

あるということで期待して応募しましたし、他の地域の振興局の委員会については、さっそ

く当初から去年４月くらいから始めてたんですね。いつ来るのかなと、いらいらしておりま

した。言いたいことはたくさんあります。 

 近況ということですけども、私は精神障害者家族会の全道の役員をやってまして、それか

ら障がい者Ｂ型作業所の施設長もやってます。なので、家族のいろんな思いと当事者の問題

もたっぷり身に染みて私はつかんでいます。近況というと、滝川で精神障害者の家族会を毎

月例会でやっています。そこに来た家族は本当に、例えば双極性の人であれば、グループホ

ームに入っていても調子が悪くなって入院したり、そうすると、その家族、お姉さんなんで

すが、毎日電話が兄弟から入院する前はかかってくると、そういうときに、お母さんは既に

亡くなっていて、亡くなるときに、弟のことよろしく頼むとそう言われると、お姉さんはも

うすっかりものすごく自分の責任を感じていたりする。弟さんは症状の中で、お金をもう少

し貸してくれだとか、電話来たときに辛い思いをするわけです。そういう思いを家族会の中

で話して、我々も傾聴し、なおかつ、同じいろんな精神障害の当事者の家族、いろんな障害

がありますから、互いに励まし合いながら、毎月例会に出て元気になって帰ると。あと、Ｂ

型作業所ですが、うちには、だいたい平均、登録は２０名近い、だいたい毎日１５名くらい

が来ていますが、そのうち重度の認知症が一人、その人は、トイレ行きたいというから連れ

て行ったら、私何しに来たかわかんないと言ったり、そういう毎日をやっているが、あと、

軽度の認知症の人は、判断能力は大変なところありますがそれなりの作業をやっていると。

あと、パーソナリティ障害、まず悪者を探すんですね、私をこういう風に言っているとか、

こうふうにしたとか、悪者探しを順番にしていく、まあそういうことがあったりとか、そう
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いうことで、そういう毎日を暮らしている。活動状況ですね。それから、今後に期待するっ

てことで言えばですね、精神障害者家族会、実は訴えというか呼びかけというのがありまし

て、その中の一つあるんですけども、２４時間３６５日対応する、そこに専門家とかいて、

当事者、家族来て、相談に乗ってもらえる、ベルギーとかイタリアは実際やっているのがあ

るんですけど、そういうものがなんとかできないものか、なんとか私は実現したいという思

いがある、それからもう一つ、これで終わりますけども、今退院促進がされていますよね、

ただその退院促進はするんだけれども、我々の作業所に来たときに、相談支援所専門員が一

緒について来て通所した、だけどじきに通所できなくなるわけです。それで思うんですけど、

ここにお医者さんいないからはっきり言うんですけど、お医者さんもう少し我々の話聞い

た方がいいんじゃないか、日常的に我々の方がよっぽどわかりますからね、当事者のこと、

そういう話を、それこそ連携というか情報共有、やっぱりお医者さんもうちょっと我々に聞

いて、そしてＡさんどうだったですかねみたいな話ができれば、もう少し適切な治療もされ

るんじゃないか、そんなことが実際医者との関係の中ではありませんね、残念です。本当に

こういうことがちゃんとやられれば、もう少し医療も適切な治療もされるでしょうし、我々

も適切な支援もできます。大変残念です。そういうところも改善されたら、こういう話の場

で、何かの糸口ができれば私はいいなと思って、ものすごく期待して待っていました。以上

です。 

 

梅原委員：先ほどから言いましたが、私は５年目になるんですね。それで、世の中の障がい

者が声を出せるように、そしてそこを変えていくバリアフリー化していくっていうことが

大切なものですからね、ですからいろいろ考えているが、自分自身の力不足もあるし、多少

のことで皆さんの意見を聞きながら何かの形でできればという思いで関わっています。厳

しい意見出るかもしれませんが、やっぱり住みやすい暮らしやすい障がい者が声を出しや

すい空知圏域を作るために、皆さんと協議を重ねていきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

佐藤（至）委員：去年までの風間委員のあとになるかと思いますが、私は昨年の３月で北翔

大学を定年となり、今は非常勤で特別支援教育の授業など、学生を教えています。狭い意味

で言いますと特に聴覚言語障害関係が専門です。右も左もわからない状態で初めてこの委

員会に出席したものですから、何かお役に立てることがありましたらと思っております。ど

うぞよろしくお願いします。 

 

鈴木委員：岩見沢市内の生活介護事業所らいむの管理者をやらせていただいています。定員

２０名でおもに重度障害の方で構成される利用者様といつも日中活動を行っているところ

です。近況というところでは、やはり重度の方が暮らしやすいということで、日中活動を現

在こちらで生活されている、で自宅から通っている方もいれば、こちらで今重度障害者の方
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も受け入れられるようなグループホームも設置しましたので、そちらから通っている方も

います。正直、重度障害者の方は、万が一何かあった時の受入というか、そういうところは

やはり日頃から常に問題というか課題にしていて、ご家族に病気や急な何かなど、じゃあち

ょっとショートステイというのがあるけども、実情そういうものがあってもやっぱり受け

れ入れてくれるところが、重度障害者の方は限られるというか、そういう方はうちはちょっ

と難しいですねって実際断られるパターンが多くて、そういうところをなんとか受け入れ

られるような社会というか地域ができていけばいいのかななど日頃思いながらも利用者さ

んと接しております。具体的に、ただいまこちら利用されていた方１名が入院されていて、

多動の方で、結構いたずらが多くて、自宅では壁に穴を空け、水中毒を持っているので、水

道も水を飲みたくて壊してしまったりという、普段からそんな形だったんですけど、水中毒

がひどくなっちゃって、医療保護入院で今砂川市立病院の方に入院されているんですけど、

お母さんが、自宅ではもう見れないってちょっと弱音を吐いてまして、じゃあ病院からその

ままどこか入所もしくはグループホーム、施設っていうところを探して当たってはいるん

ですけど、実際今ほぼほぼ全道のそういう施設に連絡しているんですけど、２件だけ、体験

で、一度来てみませんか、という話があって、でもやっぱりそこからが話がなかなか進まな

くて、今ちょうど砂川市立さんに医療保護入院でもう２年超えました。特別措置で預かって

もらってるんですけど。という状況もあって、やっぱり、その方だけではなくて、重度とい

うことで、暮らしづらさを感じるというところが目の当たりにしているところだったんで、

そういうところの観点からもお話が聞けたり話ができたらなというところは思っています。

よろしくお願いします。 

 

佐藤（邦）委員：栗沢の山の奥の福祉村から来た佐藤邦男といいます。今回で３回目の応募

になります。ずっと言い続けてきたことがあって、タクシー代が高いということを今まで言

ってきました。どこにも行けなくて、今回もこの振興局の往復だけでも 9,140 円というお金

がかかりました。そのお金があればうまいものが食べられるし、好きなものも買えるのかも

わからない。もし、タクシーで働いている方もその代金としてのお金をもらわないと生活で

きないということも当然あるんだろうけれども、でもせっかく生活しやすいまちづくりと

いうことをしようと思っていても、自分のことを考えるとどこにも行けなければ、街の中を

歩いていても障がい者が誰もいないということが起こりうる時だって来るんじゃないだろ

うか。その部分を、皆さんの知恵を借りながらでも、少しでも話していければと自分は思っ

ています。 

 

田澤委員：昨年１２月にわん・すてっぷを立ち上げました。その前は、前職は地域生活支援

センターぽぽろのセンター長をしていました。まず前職のお話をさせていただきたいと思

います。私がセンター長をしておりましたぽぽろなんですが、中空知 5市５町を対象としま

して、福祉サービスを利用する方の相談、指定特定相談をやっておりました。その前に、そ
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のほかに、おもだった圏域の中の市町村から、市町村が本来受けて窓口になってやる基本相

談の委託事業の仕事を、新十津川芦別以外の市町から委託を受けておりまして、そのほかに、

地域生活支援拠点なんですけども、これは障害のある方が緊急事態になったときの対応、又

は、その緊急事態を避けるための対応、例えば親御さんと二人暮らしが親御さんが急に亡く

なって、在宅の生活が難しくなったですとか、一人暮らししている方が困難な場面に直面し

て生活が危うくなった、そういう時に対応する事業、それを、滝川新十津川芦別以外の市町

から委託を受けてやっておりました。そういった事業の中で、先ほど青柳委員がおっしゃっ

たような、退院したけども地域で生活がなかなか確立されず、最初つながっていた作業所、

サービスも継続が難しくなっている、そういった時に、医療の相談の方が多いので、病院と

のそういう地域との架け橋ですとか、間を取り持つですとか、そういったことも実際行って

きましたし、それこそ緊急事態の対応、避難先の確保ですとか、あるいはそうならないため

にあらかじめサービスを受けていない方をサービスに結びつけるための訪問助言、あるい

は、サービスも地域では足りてない場合も多く、公的サービスが難しい場合は、地域の方の

力を借りてそういった調整もしたり、ままならないときは私自身がその方の生活を支える

というようなことを行ってまいりました。そういった活動を活動をしてきたのですが、私の

活動と法人の考えが合わなくなってまいりまして、そういう活動の継続が難しくなってき

まして、それで、１２月に今回のわん・すてっぷという事業所を立ち上げた次第です。です

が、私自身の立ち上げた事業は指定を取っての事業ですが、基本、計画相談しか大っぴらに

言えるサービスはないんですが、私自身はその計画相談をしつつ、それ以外のサービスもボ

ランティアサービスになってしまうんですが、行うことで、より地域に貢献できたらなとい

う思いで今活動を始めているところです。今後に関して、この委員会だけでということだけ

ではないんですけども、今後に関して思うことなんですが、やはり、地域ではまず障がい者

の方が相談ということで声を上げられる場所がなかなかないということ、声を受け止める

場所がない、少ない、声を上げても、じゃあどうその方々を支えていけばいいのかという社

会資源が絶対的に足りないということ、この社会資源同士を結びつけてご本人によりよい

生活を選択していただくための助言ができることが少ないということ、資源同士のネット

ワークをうまく繋げられればよりよい支援ができるのになという場面も多々あります。な

ので、そういったことがこの場を通じて少しでも解消されればいいかななどと私自身委員

会に参加しながら思っています。どうぞよろしくお願いします。 

 

穴澤推進員：名簿見てたらわかるんですけど、委員さんのほかに地域づくりコーディネータ

ーの方にも参加いただいております。地域づくりコーディネーターとは何者で、とかいうこ

ととか、今出た課題を受けて、相談体制のあり方みたいなこととか、退院促進の話もですけ

ど、あと声を出しやすいその中でバリアフリー化をどうするかとか、重度の人の受入の状況

であるとか、そういった地域資源とか、その辺も踏まえながら、地域づくりコーディネータ

ーの役割と、今までもし空知の中ではこういった例があるよと、現状でいうとあるよとか、
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ないならないで構わないので、退院促進の話はちょこっとしていただいてもいいのかなと

思いますけど、そこら辺を踏まえてコメントしてもらえればなと思います。もう一つ、地域

づくりコーディネーターとしてこの場に課題としてあげたいというものがもしあるとすれ

ば、みたいなところもお願いします。 

 

佐藤コーディネーター：地域づくりコーディネーターの仕事というところですと、まず、道

の広域相談支援体制整備事業というものがあって、その空知の委託を受けているのが我々

です。空知の２４市町の相談支援体制の充実を図ることを目的とした我々支援員という形

なので、各市町村を回って、地域の相談支援体制についてとか、自立支援協議会どのように

機能してますかとか、地域の中でどういうネットワーク仕組みを確立してますか、といった

ことをお話をお聞かせいただいて、必要があれば助言をさせていただいたり、研修などさせ

ていただいたり、おこがましいですけど助言させていただいたり、みたいな活動を年間を通

してやっています。他の圏域より空知は市町村数が多いんですけど、うちの小林が絶妙な調

整をしてくれて、前期後期で年間４８市町村回っていることになるのかな、というのがちょ

っと自慢です。回る中で、やっぱり今日皆さん出していたようなお話が結構いろいろ聞きま

す。さっき言っていた医療と福祉の連携の話もそうですし、重度の方の行き先どうするかと

か、みなさん個々で抱えているけど、やっぱりどうやって解決していくかという糸口がなか

なか見いだせないままやっているという状況です。これ簡単な問題じゃなくて、当然受ける

側の体制もあるし状況もあるし、やっぱりトータルで考えていかなきゃいけない部分もあ

るし、あと今障がいの問題を障がいの分野だけで解決できなくなってきている、それだけい

ろんな問題が重複して起こっているっていうところがあるので、そういう意味では、ここの

地域づくり委員会の中で、まずきちっと困っている人の声を拾うということを、いろんなと

ころからのメンバーがいるわけですから、皆さんの専門的な視点を持ち寄って、どういうふ

うに捉えていくのかとか、それを空知圏域の中でどのように落としてシステム化していく

のかとか、元々は協議というか申立について議論する場というのが一応一つあるかもしれ

ないですけど、申立ってすごく年にたくさん来るわけではないと思うので、あるとするなら

ば、さっき言ったようにきちんと声を、皆さんが持っているものを拾っていって、そしてど

うしていくか、形にするかっていうことを真剣に考えようっていうのがやっぱり一つ柱が

必要かなと思います。ってなってくると、年度末になんとか１回っていうふうにはやっぱり

ならないと思うし、根本の理解の部分をきちっと皆さんで持つっていうところがすごく大

事なのかなと思う、それが私の意見、なので、次年度以降はそういった形で、まずは皆さん

の持ち寄ってる当事者の声をきちんと拾って、どこに問題があるのかっていうのをみんな

で考えられるような場になればいいんじゃないかなというふうに思ったりしています。 

退院促進については、空知管内は、中空知は田澤さんの前任だったぽぽろさんがその地域

の道の事業を受託していますし、南空知はりらさんというところが受託しています。北に行

くとあっぷるさんが活動されています。ベースは、多い形としては、相談支援事業所の一部
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がやっている地域移行支援というものを組み立てて、入院している間から相談支援事業所

が入って、半年１年のプランを立てて、ちょっとずつちょっとずつ足がかりを作って出して

いく、でも年間に出られる件数ってやっぱりそんなに多くなかったり、そもそも病院側でそ

の動きに賛同してくれないところもまだまだたくさんあるような状況です。ただこれ紐解

いていくと、そもそも国の施策がそういう方向に走っていて、急に出せって言われても病院

だって困るんだっていう言い分があるんですけど、個々の利用者の幸せというか人生を考

えた時にどう組み立てていくかっていう議論をしていかないと、この話は進まないと思い

ますし、当然そういう視点があれば、たぶん通所先に行って、この方どうですかみたいなや

りとりがごく当たり前に行われるのかなっていう気はしています。地域によっては病院も

すごく熱心なところがあって、ワーカーさんが積極的に外に出てですね、皆さんの活動を見

て調整役を果たしてくれているような地域も、まあ空知がどうかって言われると微妙です

けど、全道的に見ると当然あったりはします。なので、そういういいところの事例なんかも

我々いろいろ拾っていって皆さんに紹介できたらとか、またこの地域でそういう形を作れ

るかというところが鍵になると思うので、そういうアクションを起こせるような場にもな

ればいいのかなというふうにはちょっと感じます。あと、地域づくり委員会ってもうちょっ

と、皆さんどれくらい知られているんだろうっていう率直に疑問の部分があるので、その辺、

ここに来るとそういう申立についてちゃんと揉んでもらえるんだよみたいなところは、周

知ってすごく大事かなと思っていて、それは我々も含めて、巡回などを通じて皆さんにお話

しできればと思っています。 

 

小林コーディネーター：今佐藤が説明した内容でだいたい地域づくりコーディネーターの

役割というのはご理解いただけたかなと思います。で、ちょっとまたもう一つ違うお話をさ

せていただくと、それぞれの地域には自立支援協議会というのがあって、その中で、地域の

福祉ですとか、それは障がいをお持ちの方というふうな限定をしないで、主に障がいをお持

ちの方なんですけど、お子さんの問題だったり、労働の問題だったり、相談のお話だったり、

いろいろなことについてお話をするっていう場が、本来はあるんです。で、唯一この空知圏

域では三笠市だけが自立支援協議会が存在していないんですけど、それ以外のところには

自立支援協議会があって、いろんなこと、地域の問題を話し合おうというふうになっていま

す。で、ところがこのコロナ騒動で、実はもうずっと、自立支援協議会って福祉計画を作る

時だけに、顔合わせ程度に皆さん会って、まあこれでいいですよね、みたいに計画を查定し

ているっていうだけで、現実的に地域の問題って何だろうっていうことを本来は話し合わ

なきゃならない、そういった議論の場が全くどこも持たれてこなかったという、不活発な時

期を迎えてきました。ただ、ついこの前からコロナが５類に分類されるようになりましてか

ら、もうそろそろ地域の問題点を話し合いして深めた方がいいんじゃないかっていう動き

がやっぱりじわーっと今出てきまして、中空知、それから南空知なんかでも、いくつかの市

町が自立支援協議会きちんと持って、地域の問題を議論しようっていう動きが、今特に今年、
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いくつかの市町で生まれてきています。我々もそこに行っては、自立支援協議会はこういう

ことを進めたらいいよとか、いろいろアドバイスなんかもさせてもらって、いくつか市町を

回っていますけども、これから、特に今年度国の方は、基幹相談支援センターと拠点整備事

業っていう、ちょっと言葉が難しくなってしまいますけど、その核になる組織体、機関をで

すね、努力義務化しようということで各市町には通達していますので、より活発化されるか

と思うんですけども、こういった話、地域でどんな問題が起きてるのかっていうのが、実は

この地域づくり委員会にも直結してくる話になってきます。自立支援協議会自体で話題に

なったことが、今度地域づくり委員会でも、うちの地域でこんなこと問題になってるんだけ

どっていうのが、役員を通じてこの会議に上がってくるというようなことがあったり、ある

いは、それぞれの市町の行政の窓口でも、こんなことが話題になっているんだけども、って

いうことなんかも、この地域づくり委員会には、実は地域でこういう問題があるんですって

いうことが伝わってくるっていう、組織的には形ができているんですけど、まあいかんせん

今言ったように、まだじゃあスタートラインに立って始めてみようかっていう、やっとそう

いったところに今少しずつざわざわ動き出ししている程度のことなんもんですから、まだ

明確には、こういう問題がうちの地域にはあるといくつも上がってくる状態にまではなっ

ていないっていうのが、例えば今年今年度の形になっています。で、あとは、今月もですね、

地域相談員研修っていうのがありまして、各市町には身体障害者相談員と知的障害者相談

員という方がいて、そういった方たちが地域の人たちのお話を直接受けるっていう人たち

も、実はこの地域づくり委員会に直結して、何かあったら物言いはできるっていうシステム

にはなっています。ですから、まだ上がってないってことは地域がまだ落ち着いているか、

もしくは、そういった状態がまだうまく機能してないのかもしれないんですけれども、そう

いった形で、地域の意見の吸い上げなんかもできるような形になっている、ここにその話が

上がってくるというようなルートはあるということで、今後どんなお話が出てくるのかな

っていうことなんかもちょっと期待しているというところはあります。まあとりあえずは

コロナも落ち着いてきたということで、今やっと日本中、というか空知全体でも、少しずつ

それじゃあやってみようというような動きが今芽を出してきているというような動きにな

っているかなと期待をしているところです。 

 

穴澤推進員：ありがとうございました。 

せっかくなので私も自己紹介をしたほうがいいかなと思いながらすみません。実は私は障

がいの部分の専門ではなくて、じゃあなんでここで推進員やってるかって話もあるんです

けど、私は生活困窮支援という相談窓口の空知の所長をしているという形です。たぶんここ

にいる意味合いとすると、直接障がいというわけではないんですけど、ちょうど隙間の支援

というのを私はしておりまして、障がいを抱えているけどまだ認知してないとか、そういう

方々がやっぱり、ご家族の方とか一般の方でも、相談に来るわけです。まあ要するに、その

隙間の支援みたいな形ですね。だからちょうどその障がいとか介護の福祉とか、そこのサー
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ビスに繋がらないけど、かなり生きづらさを抱えている方々を全般的に支援しているとい

うような形。今そこがいろいろ法改正が進んでおりまして、参考までに概ね変わったところ

をちょっとだけプリントアウトしてきたので、情報提供までになりますが、右下で１４とい

う方が一応頭なので、主に変わったところをちょっと抜き出したものを、これあとで詳しく

読んでみてもらえればということなんですけど、実は何が変わったかというと、住まいの相

談、やっぱり困窮になってとか、さっき住むところとか暮らすところの受入体制ってありま

したけれども、困窮のものもそうで、介護に近い方でもやっぱり住居の支援というのが今す

ごく重要になってきているっていうような形で、各市町の方でも居住支援の動きっていう

ことが今進みつつあるというところです。それも、障がい福祉の中でいうと居住支援って、

今まで居住支援法人みたいな形でっていう動きって直接は関係なかったんですよね。これ

国交省でやってた部分なんですけど、そこが、福祉と連携をしながら、結局その空き住宅対

策とか、実は道営住宅なんかも今空知の部分で空いていて、それを有効に活用できないかみ

たいなところが話としてはあります。実際に美唄滝川とかが公営住宅空いているんだけど、

そうやって、福祉の部分だとか活用できないだろうかとかっていうような話が実際に見て

きていて、たぶんそういったその住む場みたいなところの支援もどういうふうに進んでい

くのかというのがあります。で、もう一つは、こういうふうにちょっとずついろんなふうに

して支援が進んでるんですけど、この背景にあるのって、障がい抱えてる方もたぶんある程

度一緒なんだろうと思うんですけど、いろんなところに相談できるという関係がどんどん

狭くなってきてるんですよね。要するに、孤独とか孤立の問題ってありますけど、地域の中

でいろんなところに相談できる人がいるっていう方は、障がいを持つ持たないに限らずた

ぶん相談窓口あまり必要としていないんですよね。だけど、相談できる人たちというか、そ

ういった経験、ある程度お金を持って動けてたので、なんとかなったっていうところが今ど

んどん、家族もちっちゃくなっているし、地域の繋がりも少なくなっているし、そうすると、

どういう風に相談していいのかみたいなところがわかんないとこもあるので、そこを何と

かしないといけないっていうような形で、ワンストップに相談する、それは先ほど青柳さん

がおっしゃっていた、２４時間３６５日の相談体制って話が出てましたけども、文字どおり

相談を受けるっていうところの機能をどう高めるのかっていうのは確かに、これは全体と

して必要なんだろうなっていうのが、今文字どおり福祉の中ではかってる。で、それも今ま

で実は困窮支援は就労支援みたいなことが中心に行われてたんですけど、就労支援どころ

の話じゃなくて、それこそ日常生活自立って言われていることとか、社会自立とかいって人

との関係づくり、相談できる体制をどういうふうに作る、こういうふうに自分が開いて、相

談したいんだっていうような気持ちをどう高めるのかとか、どういうふうに相談したらい

いんだみたいな、そんなことを相談員が進めてるみたいな形なんですね。それがたぶん生活

困窮全般の中では言われている課題としてある。だから、じゃあ話を障がいの部分に戻しま

すけど、そうすると、今後次年度検討する部分ですけど、どういうふうに相談っていうのを

出しやすいとか、相談しやすいとか、どんな悩みを持っているのかっていうものをたぶんく
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み取れるのか、その体制をどうあるのかみたいなことがまず第一点としてあるのかなと、い

うようなのが先ほどの話の中であったかなと、僕の話から今全体の話に持っていっている

んですけど、っていうのがあるかな、ということから始めるのが一つかなと思っていて、前

回までの部分で、私も委員でいうと３期目、３期というか３回目だから６年目に入るんです

けれども、移動の問題とかで、佐藤さんの提案してもらったやつで、移動支援のあり方みた

いなところの話をしたこともあります。で、今回新しく青柳委員が入っていただいていると

いうのもあるので、先ほどの家族会の話をちゃんと例えば聞くっていうこととか、そこって

今までの何年かの間でやっていないんです。なので、例えばそういった当事者及びその家族

の悩みであるとかそういったことを話として出してもらう、そういったことも重要なのか

なと。今の話で行くと。で、それを実際出た部分で、それを受け入れる側の支援体制ってど

うなってるんだろうか。ここでいうと、支援側が、鈴木さんの方も現場として押さえてると

いうところもあって、そういったこともできるんじゃないかというところもあるのかな、と

いうところを順番にやっていく中で、じゃあその、声を出た、対応するところが対応する、

じゃあその地域としてはどういうふうに支えられるんだろう、市民の立場として、どういう

ふうにそこに地域側としてどう支えることができるのか、というふうな形になっていくと

さらに進んでいくのかなという気がしましたが。かつ、私も６年やってて思ってたんですけ

ど、じゃあ地域づくり委員会ってどういうふうに広報周知するのかみたいなところがやっ

ぱりあって、でも実際に、ホームページ上では振興局の中でページがあるんですよね。たぶ

んこの委員会で話されたことは、議題も含めてですけど、細かい個人情報は載らないとして、

話の中身であるとか、こういったことが話として出されてた、っていうのは実際に載るわけ

で、それを載せた段階で、それぞれがたぶんこんなふうな形でやったよっていうのを現場で

発信していくっていう、そこから少しずつ始めていくっていうのが、そういえばやってなか

ったなと思って、そんなところから進められればなと思っています。 

 

佐藤（邦）委員：この委員会のことを皆さんがどれだけ知っているのかって、ずっと思って

いつもそれを考えていました。もともと空知の振興局とかのホームページの中にはあると

いうことなんだけれども、そこにわざわざ覗きにいかないとこの会の存在自体が見えてこ

ないわからない。で、この委員会の存在をもっと空知の人にアピールしてもらえる方法があ

ればいいなと思っているんだけども。 

 

穴澤委員：そうですね、そこも一つの議題というか、取り上げて今後考えていく必要がある

かなということですね。 

 

青柳委員：私も障がい全般というのではなくて、精神の方に特化した話なんですけど、国の

制度の中で、包括ありますよね、もう一つそれから共生社会。実は私、精神保健福祉士の国

家試験を受けまして、たぶん受からない、だけど半分はなんとかなるかなと思いながら、た
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だこの間２年くらい勉強してまして、あれに書いている、精神保健福祉士の人の、こうしな

ければいけないああしなければいけない、っていうの、やってる人どれだけいるのかな、っ

てはっきり言わせてもらって、つくづく思っています。私、認知症の人の市の包括支援セン

ター行ったら、本当に親切で、細かいところまで手を入れてくれる、これはいいなと思って、

それを精神にも特化してやれって国は言ってるわけですよ、すぐやってください。本当に思

うけど全然進まない。で実際、滝川市の保健福祉の課長さん、どうなんですか、いや上から

言われてないからやりません、おいおい、本当に精神の家族は、当事者もそりゃそうだろう

けど、本当に毎日が大変なんですよ。本当にわかっていないなと。それと共生社会、共生社

会ってのはつまりどういうことかっていったら、障がいを持っている人をみんなで支えま

しょう、って言ってるんですね。障がいを持っている人をどれだけ把握してますかって、そ

ういう動きどうやってやってますか、何にもしてないみたいですか、してるといったら、病

院にかかってる人の、例えば障がい福祉計画ですか、実際今障がい者どのくらいいますか、

その数なんていうのは、入院している人、通院している人、それの２倍３倍いるはずですよ、

なぜそこに入っていかないんですか、調べないんですか。プライバシーの問題とは別ですね。

それともう一つ、認知症のことで、介護福祉士、介護の人たちが毎日家に行ったり、その中

で必ず確かに障がい者、精神障害の人もいるはずなんです、情報その人たちみんな持ってい

るはずで、そういうことなんで吸収しようとしないんですか。まだまだわかりますよ、やっ

たら。もう一つ、だいたい統合失調症は１５歳くらいからなるんです、なる人は。なった時

に家族どうなるかといったら、突然子どもとか親とか兄弟とかがわけのわからないことを

言ったり行動したりするわけですよ、困っちゃうんですよ、どうしたらいいんだろう。そん

な時にさっき私言った２４時間３６５日、本当に役に立つんです。そうじゃなくても例えば

包括、あればそれだけでもだいぶ違う。なんで進まないんでしょう。精神障害者は当事者も

そりゃ苦しんでますけど。本当に、だからさっきの退院促進ありますよね、退院してきた、

我々受け入れた、来て１週間くらい２週間くらいかな、一生懸命やってました、作業、する

と、帰ってきて昼ご飯食べる時に、なぜそんなことするんですか、私嫌ってるんですか、こ

うなると統合失調症の症状の一つですよね、だからその時、いやそんなことないよと私言い

ました。だけど本人はそうなってますから。だからそういうことでですね。退院促進、確か

に退院促進滝川もだいぶんしてきてます、病院側もそういう認識になってきてる、進んでる

んだけど、相談支援事業所が関わって作業所に来た、来たけども、病院との連携ないから、

我々もそれじゃ一人一人、例えばもうちょっと、うまくお互い連携していれば、あっそうで

すか、そういう時はこういうふうに話してくださいだとか、こういうふうにしますかとか、

そういうきめ細かな対応やれば、まだまだ退院促進進むと思います。なんていうか、はい退

院促進させました、はい国から言われていることやりました、そうじゃないんじゃないです

か。だから我々障がい福祉サービスも私ども一生懸命やるつもりだけども、できないんです

よ現実は。怒り心頭です。これ今話していることの１０倍は話したいくらいですが、私ずっ

と話してても終わっちゃうんで。 
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穴澤推進員：ありがとうございます。ちなみに、今の総合相談に対しての考え方なんですけ

ども、前にこの委員会でも障がいを抱えている方の災害時の避難の部分でっていう話を話

題にしたことがあって、その時に先進事例みたいなことで、こんな市の取り組みでいくとう

まくいっているということを出してもらいながら、じゃあそれを空知版で考えたらどうな

んだろうかみたいな話をしたことがあるんですけど、今のそのおっしゃってた相談体制と

か、２４時間の相談体制やってるところってあったりするんですかね。 

 

田澤委員：２４時間、まあ確実に２４時間ではないですけども、２４時間窓口として機能し

ているのは基幹が機能しているはずなので、本来基幹がワンストップで。そこが３障がい、

少なくとも精神だけじゃなく３障がいに関して、相談事は受付窓口になっていて。 

 

青柳委員：病院？ 

 

田澤委員：基幹相談支援センターですね。 

 

青柳委員：やってませんよ。 

 

田澤委員：ですから、体制としてはそうなるはずなんですよ。退院促進もたぶん地域移行支

援はそこがやっている場合が多いので。そこか、退院促進事業で地域移行支援をやっている

のは、あとは、砂川の私センター長やっていたぽぽろ、あたりでしょうか。そのあたりで、

砂川市立病院、滝川市立病院の精神科病棟と連携して、あるいは、民間の医療法人の滝川中

央病院だったりとか、そういったところ。 

 

青柳委員：病院じゃないんだよね、我々知りたいのは、病院じゃないんだよね。 

 

田澤委員：退院したあとのですね。 

 

青柳委員：もそうだけど、最初の発症した時の、病院じゃなくて、発症した時の、症状がわ

ーってなってくのはなぜなのかから、お互いがもう初めてだから、わけがわからないとなる

ので、そういう兆候があった時に、家族が、さっと、病院じゃなくて、相談に行ける場があ

ったら、それはこうこうこうですね、あーですね、と。そうすると少しはね、相談がね。 

 

田澤委員：基幹です。 

 

青柳委員：そこまでやってるか、滝川では例えば、ほほえみプラザ、そこがやっているのか。
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もう一つきつい言葉で言うと、やっぱりみんな精神は避けてる。難しいから。避けてますわ。

田澤さんの前であれかもしれないけど。 

 

田澤委員：いや、私、精神、もともとぽぽろは精神の方の、ぽぽろから３障がいに手を伸ば

してました。 

 

青柳委員：砂川だとわかるんだわ。避けてるのは新十津川がある。 

 

田澤委員：精神というところに関して言えば、知的障害だと小さい頃からもう既にある程度

理解力など障がいをお持ちで幼稚な言動が目立ったりとかというので、ぱっと見、接してみ

ればわかるじゃないですか。で、身体の方はもちろん、聴力や視覚に障害があってなどとい

うところでわかるんですけども、精神というのは、それまで普通に暮らしていた方が突然な

るというのがあって、なんか最近あの人ちぐはぐなこと言っているだとか、なんかちょっと

時々おかしなこと言っている、なんか行動がいつもと変だ、っていうところから始まってい

くんですね。その違和感からだんだんだんだん生活に困りごとを抱えていって、家族の方も

疲弊していって、どこに相談していいのかわからないっていう状態の中でどんどんどんど

ん悪化していく。でも最初の段階で相談できる場所があれば、もうちょっと早く病気が進行

する前に食い止めることができるかも知れない。というのが今精神障害の方とそのご家族

の抱えている問題点なんですよね。なのでそこが、やはり、障がいの窓口ではあるんですけ

れども、基幹相談支援センターですとか、市の基本相談支援を受けている事業所、そこがま

ず窓口になる、ならなくてはいけないんですよ。なので、そこがまず相談を受けて、カウン

セリングじゃないですけど、相談支援をしていく中で、必要であれば病院、必要であれば障

がい福祉サービス、というような形に、ご家庭のケアも含めてやっていくのが本来の役割で

す。 

 

青柳委員：もう一つ言いたいのは、結局その、実はですね、精神障害者家族会で、滝川と赤

平で移動相談会やってるんです。北海道精神障害者家族会では、月曜日から金曜日まで電話

相談を受け付けている、それを、そこの担当者が滝川と赤平に来てもらって、２年になりま

した。新聞にも出して、そしたら、午前中２家族、午後２家族、それで手一杯なんです。た

っぷり聞きますから。その時に思ったのは、精神ばっかりじゃないんです。例えば俗に言う

ひきこもりとか、それとか、まあその他だね。４１歳くらいなんだけど、仕事に行ったけど

会社の人とうまくいかなくてそのあとずっと家に引きこもってるとかね。そういう方もい

ろいろ来ましてね。だから、そういう相談っていうのは必要だなと私は思ったんだよね。そ

の点来るのは精神ばっかりじゃないですよ。そういう時に仕分けを、本来その２４時間３６

５日のがあれば仕分けられるわけですよ。ここはそれこそ生活困窮だとかね。そういうのが

あれば、今現実的に今の日本の社会そういうのが必要だと思いますよね。だから、結局病院
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じゃないんですよ、病院は敷居やっぱり高いんです。専門的に、行ったらもう即病院入院す

るとか。そういうことじゃなくその前なんです。 

 

田澤委員：基幹ですとか、市町村相談、基本相談を受託している事業所ということになりま

すかね。そこがちゃんと役割を果たせてないということなんじゃないでしょうか。 

 

青柳委員：なおかつ、私は、知的とか、そういうその、さっき言った、経験が多いから、歴

史的に、それはやっぱり避けてしまう、基幹相談とかも、まあ避けてるかもしくは適切な対

応をしてないか、僕はそう思っています。 

 

田澤委員：状況知ってるのでわかっています。大きな声では言えませんが。 

 

穴澤推進員：なかなかその今の話で、最初の相談の受け方出し方みたいなところをどういう

ふうに体制が整うともうちょっと、まあ制度とするとこうなっているけど、それがどういう

ふうに機能しているのか、実際に機能していない部分ってやっぱりあったりするんじゃな

いか。で、制度って全国で合わせてやっているので、都市に合わせた制度だったりとか、田

舎は実はちょっと合ってないとか、ということもあるわけですよね。そこら辺も踏まえてち

ょっと検討していく余地もあるんだろうななんていうふうに思いまして。 

まあもう時間もあれなので、たぶん今出た話でいくと、確かに相談のあり方みたいなところ

が一つのキーワードになっているかなと。そこをちょっと中心にしながら、今日の話をまと

めると、９月、少なくとも９月には１回目をやる、例年どおりに戻す、で２月、みたいなと

ころで、っていうような動かしで、たぶんその、今の９月では、相談のあり方みたいなとこ

ろを踏まえながら突っ込んでいければいいんじゃないかなと思いましたけれども。実際の、

例えば家族会のことも話してもらいながら、制度政策上ではこうなっていて、そこにどうい

うふうな隙間があったり、問題があるのかみたいなところをこの中で探っていければ。委員

さんの中でも弁護士さんも入っていて、町村の福祉の方も入っていますもんね。そんなとこ

ろでたぶん１発目進んでいければいいかなと思いましたが。 

ということで、あと５分ありますか。これだけは言っておきたいってことがもしおありであ

れば。 

 

佐藤（邦）委員：さっきも言ったけど、もう少しＰＲ活動したほうがいいんじゃないだろう

かと思います。 

 

穴澤推進員：そうですね。で、話したやつをどういうふうに伝えるかということですね。そ

こをちょっと、次年度、もう今年の９月の話ですが、そこら辺踏まえてやっていければいい

かななんていうふうに思っております。 
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小林コーディネーター：ちなみに、障がい者白書の中でいくと、今日本って少子高齢化って

言われて、どんどん人口って総体としては減っているんですけれども、実は平成２８年に出

した数字でいくと、全国民に対して障がい者っていうのが７．４％、っていってたんですけ

ども、令和４年で出した白書の中では、人口減ってるのに障がい者が増えていて、実は９．

３％にまで人口比でいくと上がってる、で、その中で、身体障害と知的障害の人の在宅と施

設入所率ってほとんど変わっていない。何変わったかというと、精神障がいをお持ちの方が

圧倒的に在宅者が増えている。ということの中で、このパーセントが７．４から９．３まで

に短期間で割合が増えている、というのが今ちょっと日本全体の概要ということですね。 

 

穴澤推進員：基本の数値、大事なような気がしますね。そこでどうするか。ということでご

ざいます。ではその背景も踏まえながら、今日の話をまとめていただいて、次回のところに

含めていければいいかなというふうに思います。そんな形でよろしいですかね。ということ

でございますので、私の方ではいったん終わりで、事務局の方にお戻しします。 

 

事務局：それでは、本日はお忙しいところ来ていただきましてありがとうございました。そ

して今年１回しかできなくて申し訳ありませんでした。来年以降きっちり進めてまいりた

いと思います。本日はありがとうございました。 


